
CCUS技能者登録促進助成金の申請を
今後、技能労働者労務費のレベル別賃金の基準にCCUSのレベルが
適用されることが想定されるなど、建設業でのCCUS重要性が増すた
め、組合員の登録の底上げをはかるため以下の助成措置を講じます。

①対象期間：令和7年1月1日～12月末
②対 象 者：�県連組合員で令和5年1月から令和7年12月末までに技能

者登録を行ない、キャリアアップ技能者カードレベル1を
取得した者。ただし簡易型登録は対象外とする。

③対象職種：全業種
④助 成 額：2,000円
⑤申請方法：�別添申請書にCCUSカードの写しを添付し、県連事務局に

申請する。
⑥申 請 書：別添のとおり

本内容は県連ホームページに掲載しています。
受付日 受付番号

【【様様式式 11】】  建設キャリアアップシステム（ＣＣＵＳ）  
技能者登録促進助成金申請書 

 
一一般般社社団団法法人人富富山山県県建建築築組組合合連連合合会会  宛宛    
 

私は、下記のとおり CCUS 技能者登録を行いましたので「技能者登録促進助成金２,０

００円」の申請をします。 

 

11..申申請請者者  

申請年月日 年  月  日 職   種  

所属支部名   

ふりがな  
生年月日  年  月  日 

氏  名  

住  所 〒 

携帯電話番号     

  

２２..技技能能者者登登録録  

初期登録年      年 有効期限  年  月   日 

登録ナンバー          

  

３３..振振込込先先（（申申請請者者のの指指定定口口座座））  

金融機関名  支店名  

預金種別  口座番号  

ふりがな  

口座名義人  

  

４４添添付付書書類類  

   CCUS 建設キャリアアップ本部（建設業振興基金）より送付されたお手元のＣＣＵ

Ｓカードの写しをこの申請書に添付して下さい。 

  

５５..申申請請締締切切日日  

 上記記載・添付の上令令和和７７年年１１２２月月末末ままでで必着で県連宛て郵送願います。 

 ※FFAAXX 不不可可  

送付先 〒939-8251 富山県富山市西荒屋 25 番地の４  

（一社）富山県建築組合連合会 

６６..送送金金予予定定日日  

 上記申請内容を確認後、原則として締日月末まで到着分は、翌月末まで 

３．の指定口座に 2,000 円を振込送金します。       

 

 

建 築 大 工 基準賃金は

富山市西荒屋25-4  ℡.076-428-8255　http://www.kenchiku-toyama.com
一般社団法人 富山県建築組合連合会 会　長　 根 塚　三 起 生

上記金額には法定福利費や機械・車両の減価償却費などの諸経費を含みます。

家を建てるときは将来のメンテナ
ンスも考えて、信頼できる大工・工務
店を選んでください。
当連合会は県内37支部、3,800人
の会員により構成され、県内をきめ
細かくカバーしています。
新築、リフォーム、修繕はお近くの
大工さんへご相談ください。

1日
あたり

（消費税抜）28,000円です

建 築 大 工
基準賃金は

法定福利費や機械・車両の
減価償却費などの諸経費を含みます

1日あたり
（消費税抜）28,000円です

富山市西荒屋25-4  ℡.076-428-8255
http://www.kenchiku-toyama.com

一般社団法人 富山県建築組合連合会
会　長　 根 塚　三 起 生

�▲１月３日掲載予定

�▼２月・３月掲載予定

�▲申請書の様式

今
秋
今
秋  

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々

全
建
総
連
第
65
回
定
期
大
会
表
彰

舟
川　

正
範 

氏
（
黒
部
支
部
）

富
山
県
建
築
文
化
賞
建
築
功
労
賞

木
屋　

英
樹 

氏
（
福
光
支
部
）

す
ぐ
れ
た
技
能
者
表
彰

田
中　

信
一 

氏
（
入
善
支
部
）

箱
江　

良
一 

氏
（
高
岡
支
部
）

伝
統
的
技
能
者
表
彰

城　
　

良
則 

氏
（
魚
津
支
部
）

と
や
ま
の
名
匠

宮
城　

道
明 

氏
（
西
高
岡
支
部
）

富
山
市
技
能
勤
労
者
表
彰

宮
永　

吉
隆 

氏
（
岩
瀬
支
部
）

射
水
市
技
能
者
表
彰

橘　
　

重
樹 

氏
（
新
湊
支
部
）

賃金アップの気運賃金アップの気運
2
0
2
4
年
の
総
会
に
て
大
工
基
準
賃
金
2
８
，0

0
0
円
を
決
定
発
表
し
た
。

こ
の
金
額
は
保
険
料
な
ど
の
法
定
福
利
費
や
機

械
・
車
両
の
減
価
償
却
費
を
含
ん
だ
も
の
だ
。

総
会
時
に
こ
れ
を
記
事
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
大

き
な
反
響
が
あ
る
か
と
思
い
き
や
、
地
震
や
、
物
価

上
昇
、
戦
争
な
ど
世
界
が
大
騒
ぎ
の
中
反
応
が
鈍
い
。

全
建
総
連
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
現
在
10
代
の
組
合

員
は
一
ケ
タ
だ
そ
う
だ
。

若
い
職
人
は
少
な
い
、
高
齢
者
は
よ
く
働
き
元
気

だ
が
先
は
続
か
な
い
、
機
械
化
や
道
具
が
進
ん
で
も

熟
練
し
た
職
人
は
育
て
な
い
と
い
な
く
な
る
。

育
て
る
た
め
に
は
若
手
も
親
方
も
収
入
が
増
え
な

い
と
続
か
な
い
。

働
き
方
の
改
革
、
休
暇
、
給
料
、
こ
の
３
Ｋ
が
お

い
し
い
餌
と
な
ら
な
い
と
人
は
寄
っ
て
は
こ
な
い
と

思
う
。

今
、
工
賃
に
、
道
具
代
、
車
両
費
、
交
通
費
、
雑

経
費
、
法
定
福
利
費
等
す
べ
て
込
み
で
そ
の
上
値
切

り
な
ど
行
わ
れ
て
お
り
価
格
競
争
も
し
て
き
た
が
、

時
代
は
職
人
売
り
手
市
場
に
代
わ
っ
て
い
る
。

設
計
基
準
労
務
単
価
が
施
工
者
に
行
き
渡
る
よ
う

に
、
施
主
と
雇
用
者
に
お
願
い
が
必
要
だ
。

国
土
交
通
省
新
潟
地
方
整
備
局
の
元
請
業
者
へ
の

指
導
強
化
の
お
願
い
に
も
11
月
に
伺
っ
て
き
た
。

法
定
福
利
費
の
計
上
と
し
っ
か
り
と
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
今
後
の
時
代
の
流
れ

だ
。県

連
で
は
こ
の
流
れ
を
受
け
て
、
建
築
大
工
基
準

賃
金
の
増
額
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
正
月
３
日
の

北
日
本
新
聞
で
広
告
を
掲
載
す
る
。
ま
た
2
月
か
ら

３
月
に
か
け
て
同
様
に
広
告
を
行
う
。

11月12日に「建設労
働者・職人の賃金確保・
労働条件改善に関する要
望書」を全建総連北信越
地方協議会として国土交
通省北陸地方整備局長に
提出しました。
当日、新潟市の北陸地方整備局において、全建総連

北信越地協としては全建総連賃金対策部長と本県の根
塚会長をはじめ、地協加盟の５県連・県労組からの代
表者計の計７名、北陸地方整備局からは５名が参加し、
要請と意見交換を行いました。
全建総連からは、建設業の賃金・労働時間・社会保

障等の面での環境改善の遅れと、これにともなう新規
入職者の減少と高齢化による産業としての持続性が危
ぶまれる状況にあることを訴え、改正担い手３法の実
効性ある運用と賃上げ実現による建設労働者の処遇改
善、担い手確保・育成に向けた取り組みを要請しまし
た。
これに対し北陸地方整備局からは、建設業がおかれ

てている厳しい状況は認識しており、要望された内容
を本省に伝える旨の回答がありました。

令和６年も残すところ、あとわずかとなりました。今年１年、皆
様、つつがなくお過ごしのこととお慶び申しあげます。
今年は元旦の能登半島地震発生によりすべての予定が大きく変

わった１年となりました。
富山県でも大きな災害が発生し、幸い組合員には大きな被害は出

ませんでしたが、作業場や住宅に被害が及んだ方もおられました。
全建総連や過去の被災県より富山県に対しお見舞を頂きました事、

報告させていただきます。全国の組合組織のつながりに感謝し、被
害規定によりお配り致しました。

今回の地震により住宅の困りごと相談所を県下４カ所に設け、建築士会と建築組合が合同
で対応できたことは素晴らしい実績を作った１つであると思っています。
そして、何より応急仮設住宅建設への協力要請に対し多くの協力と参加を頂き、感謝に堪

えません。道路状況、宿泊施設、食事と過酷な状況の中、長期にわたっての支援は、大変な
中にも全国から集まってきた仲間と共に大きな成果を地域と心に築いたのではないでしょう
か。
令和６年は、いろいろありすぎてあっという間の１年に感じました。
組合員皆様の協力に大きく助けられ、国、県より代表して感謝状を頂いております。
会員の皆様のご多幸をお祈りしております。

令和６年を振り返って� 富山県建築組合連合会会長　根塚 三起生

賃金確保・労働条件改善の
要望書を提出

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
、
し
っ
か
り
賃
上

げ
を
確
保
し
よ
う
。

そ
し
て
そ
の
た
め
に
も
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
（
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
）
を
活
用
し
よ
う
。
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�▲（右より）中山氏（長野県）、浅野氏（新潟県）、加
藤氏（石川県）、林氏（福井県）、松田

�▲３代にわたり手掛けた家（朝日町内）

大工と漁師の二刀流!?

Ｑ　

大
工
に
な
る
ま
で
の
経
緯
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

父
が
大
工
、
父
の
兄
弟
７
人
の

う
ち
６
人
が
大
工
、
ま
た
そ
の
息
子

で
あ
る
従
兄
弟
た
ち
６
人
も
大
工
と

い
う
大
工
一
族
だ
っ
た
が
、
当
時
の

私
は
大
工
に
な
る
つ
も
り
が
な
か
っ

た
。
母
方
の
実
家
が
漁
業
を
営
み
叔

父
が
漁
師
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

高
校
は
県
立
水
産
高
校
（
現
・
滑
川

高
校
海
洋
科
）
に
進
学
し
た
。
本
科

３
年
を
終
え
卒
業
と
い
う
時
に
、
第

一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
。
し

か
た
な
く
そ
の
ま
ま
専
攻
科
へ
進
学

し
、
さ
ら
に
2
年
間
学
ぶ
こ
と
に
。

し
か
し
専
攻
科
卒
業
の
時
期
に
な
っ

て
今
度
は
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

が
勃
発
、
い
ず
れ
も
タ
イ
ミ
ン
グ
に

恵
ま
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
船
舶
免
許
の
座
学
を
受

け
る
た
め
、
黒
部
の
非
鉄
金
属
メ
ー

カ
ー
で
の
季
節
工
に
従
事
。
そ
れ
ら

を
経
て
、
よ
う
や
く
父
の
元
で
大
工

と
し
て
修
行
を
始
め
た
。
父
、
伯
父

達
、
従
兄
弟
達
の
中
に
一
番
下
っ
端

と
し
て
入
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
身

内
ば
か
り
と
は
い
え
仕
事
に
対
し
て

は
皆
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
。

以
前
は
マ
グ
ロ
延
縄
漁
に
従
事
し

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
延
縄
は
１

６
0
㎞
も
の
長
さ
が
あ
る
の
で
、
縄

を
引
き
揚
げ
る
作
業
は
早
朝
か
ら
深

夜
ま
で
長
時
間
か
か
る
。
１
日
16
時

間
勤
務
と
い
う
過
酷
な
も
の
だ
っ
た
。

Ｑ　

農
業
と
兼
業
の
大
工
は
多
い
で

す
が
、
漁
業
は
珍
し
い
の
で
は
。

Ａ　

今
年
は
忙
し
か
っ
た
の
で
残
念

な
が
ら
あ
ま
り
船
に
乗
れ

な
か
っ
た
が
、
忙
し
く
な

い
と
き
は
週
に
2
～
３
回

乗
り
、
漁
を
し
て
い
る
。

特
に
夏
場
は
朝
方
３
時
頃

か
ら
大
工
仕
事
に
行
く
時

間
ま
で
船
で
出
た
り
、
素
潜
り
漁
が

解
禁
に
な
る
７
月
１
日
～
８
月
31
日

は
、
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ
な
ど
を
獲
っ

て
い
る
。

Ｑ　

こ
れ
ま
で
手
掛
け
た
家
は
？

Ａ　

新
築
だ
け
な
ら
20
軒
弱
く
ら
い
、

増
改
築
合
わ
せ
る
と
数
え
切
れ
な
い
。

今
現
在
は
３
軒
同
時
に
施
工
中
。

こ
れ
ま
で
手
掛
け
た
中
で
印
象
深

い
の
は
、
施
主
一
家
３
代
に
わ
た
っ

て
手
掛
け
た
家
。
３
代
わ
た
っ
て
任

せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
の
は
な
か
な

か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
現
施
主
の

祖
父
の
代
の
時
に
私
の
父
が
新
築
で

建
て
た
後
、
2
代
目
、
３
代
目
と
離

れ
を
建
て
た
り
、
古
い
家
屋
の
建
て

替
え
や
改
築
・
増
築
を
任
せ
て
い
た

だ
い
た
。

新川地協　朝日支部
吉江 敏則さん（45歳）

12
月
16
日（
月
）13
時
30
分
よ
り
県

連
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県

連
か
ら
は
会
長
・
副
会
長
と
各
地
協

選
出
の
安
全
指
導
者
、
富
山
労
働
局

の
川
倉
健
康
安
全
課
課
長
、
建
災
防

の
上
田
専
務
が
参
加
し
、
今
年
、
実

施
し
た
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
結

果
、
来
年
度
の
労
働
安
全
対
策
事
業

計
画
等
に
つ
い
て
報
告
・
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
な
か
で
安
全
指
導
員
よ
り
、

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
し
た
結
果
と

し
て
、
指
摘
件
数
は
減
少
し
て
い
る

が
足
場
の
設
置
に
関
す
る
不
備
が
多

く
み
ら
れ
た
こ
と
や
、
暑
い
時
期
の

熱
中
症
対
策
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

足
場
の
設

置
は
他
の
業

者
に
任
せ
て

い
る
た
め
確

認
が
行
き
届

か
な
い
場
合

が
あ
る
が
、

責
任
は
発
注

者
に
あ
る
こ

と
に
留
意
し

て
、
安
全
確

認
を
行
う
必

要
が
あ
る
こ

住
宅
相
談
所
連
絡
協
議
会
会
議
を

令
和
６
年
12
月
17
日（
火
）に
県
連
で

開
催
し
ま
し
た
。

住
宅
相
談
所
連
絡
協
議
会
は
県
内

の
八
尾
町
、
新
湊
、
射
水
、
氷
見
市
、

砺
波
市
、
福
光
、
小
矢
部
市
の
７
住

宅
相
談
所
で
構
成
し
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
各
地
で
定
期
的
に
住
宅
相
談

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
各
相
談
所
か
ら
の
代
表
者

と
根
塚
県
連
会
長
、
富
山
県
の
建
築

住
宅
課
の
大
西
課
長
、
吉
野
主
幹
、

原
田
氏
が
出
席
し
情
報
交
換
と
課
題

昨
年
、
北
信
越
Ｏ
Ｂ
会
が
長
野
県

で
開
催
さ
れ
、
別
れ
る
時
に
「
来
年

は
北
信
越
の
中
心
地
富
山
で
お
願
い
」

と
言
わ
れ
快
く
引
き
受
け
た
の
で
す

が
、
正
月
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生

し
（
呉
羽
ハ
イ
ツ
も
地
震
の
影
響
で

被
害
を
受
け
宿
泊
が
出
来
な
い
状
況

で
し
た
）、
と
て
も
集
ま
れ
る
状
況
で

は
無
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

何
人
か
の
方
か
ら
「
何
時
会
え
る

の
か
」
と
連
絡
を
頂
き
、
ま
た
６
月

ご
ろ
に
呉
羽
ハ
イ
ツ
の
営
業
再
開
を

確
認
し
、
年
内
に
実
施
す
べ
き
と
思

い
、
７
月
に
参
加
者
の
皆
さ
ん
や
呉

羽
ハ
イ
ツ
さ
ん
に
都
合
を
聞
き
、
開

催
日
を
10
月
28
日（
月
）～
29
日（
火
）

と
決
定
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

に
つ
い
て
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

県
建
築
住
宅
課
か
ら
は
１
月
～

2
月
に
県
内
５
カ
所
で
開
設
さ
れ

た
被
災
住
宅
相
談
所
に
延
べ
１
，0

4
0
件
の
相
談
が
あ
り
、
県
連
の

対
応
に
改
め
て
感
謝
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
住
宅
相
談
所
か
ら
の
情
勢

報
告
で
は
、
地
震
の
影
響
に
よ
り

前
年
に
比
べ
相
談
件
数
が
増
え
た

こ
と
、
地
震
に
よ
る
損
壊
に
対
す

る
補
助
金
に
関
す
る
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

全
員
で
６
名
の
参
加
予
定
で
し
た

が
、
直
前
に
長
野
の
壬
生
さ
ん
か
ら

「
非
常
に
残
念
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
に
か

か
り
今
回
は
参
加
で
き
な
い
」
と
連

絡
が
有
り
ま
し
た
。

当
日
は
呉
羽
ハ
イ
ツ
の
送
迎
バ
ス

に
乗
り
富
山
駅
か
ら
呉
羽
ハ
イ
ツ
に

到
着
し
ま
し
た
。
午
後
4
時
か
ら
１

時
間
ほ
ど
部
屋
で
ビ
ー
ル
を
飲
み
な

が
ら
歓
談
し
た
後
で
風
呂
に
浸
か
り

ま
し
た
（
当
日
は
天
気
も
良
く
浴
槽

の
窓
か
ら
は
新
湊
大
橋
や
二
上
山
、

遠
く
は
地
震
災
害
を
受
け
た
能
登
半

島
も
ク
ッ
キ
リ
見
え
ま
し
た
）。

午
後
６
時
か
ら
お
楽
し
み
の
宴
会

場
へ
、
乾
杯
の
後
は
皆
さ
ん
思
い
思

い
に
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

部
屋
に
帰
っ
た
後
も
、
持
ち
込
ん

だ
飲
物
で
夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
て

楽
し
く
懇
談
し
ま
し
た
。

呑
み
過
ぎ
の
せ
い
で
、
不
覚
な
が

ら
私
は
お
開
き
の
時
間
も
話
の
内
容

も
良
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。

朝
食
時
に
来
年
は
石
川
県
の
加
藤

さ
ん
に
お
願
い
し
、
快
く
引
き
受
け

て
頂
き
ま
し
た
。

朝
食
後
呉
羽
ハ
イ
ツ
で
解
散
と
な

り
ま
し
た
。�

（
松
田
　
昇
）

木
造
建
築
物
安
全
対
策
委
員
会
を
開
催
第
２
回
北
信
越
Ｏ
Ｂ
会富

山
で
開
催

住
宅
相
談
所
連
絡
協
議
会
会
議
を
開
催

し
た
。
こ
れ
に
対
し
県
建
築
住
宅

課
か
ら
、
住
宅
の
復
旧
の
た
め
の

各
種
支
援
制
度
に
つ
い
て
の
概
要

の
説
明
が
あ
り
、
詳
細
は
県
・
市

に
確
認
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
根
塚
会
長
よ
り
、
は
か

ら
ず
も
今
年
は
地
震
に
よ
り
住
宅

相
談
所
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
た

が
、
今
後
も
住
民
か
ら
の
相
談
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
相

談
所
の
運
営
を
お
願
い
す
る
こ
と

を
述
べ
、
閉
会
し
ま
し
た
。

●令和６年度安全パトロール実施件数� （単位：件）

区分
木造建築物安全パトロール 一人親方安全パトロール

令和６年度 令和５年度 令和６年度 令和５年度

新　川 14 14 18 9

富　山 20 34 10 9

高　岡 23 21 8 6

両砺波 14 13 14 6

合　計 71 82 50 30

●建設業労災派生情況（令和６年11月時点）� （単位：件）

区分

富山 高岡 魚津 砺波 合計

令和６年 令和５年 令和６年 令和５年 令和６年 令和５年 令和６年 令和５年 令和６年 令和５年

死亡 休業 死亡 休業 死亡 休業 死亡 休業 死亡 休業 死亡 休業 死亡 休業 死亡 休業 死亡 休業 死亡 休業

土木工事業 15 6 1 14 11 1 8 5 14 1 13 2 51 1 35

建築工事業 28 26 2 27 16 15 8 1 9 13 3 79 0 63

木造家屋建築工事業 4 2 1 17 8 5 1 4 8 1 30 0 19

その他 10 1 9 1 9 9 6 6 2 1 27 1 24

建設業計 0 53 1 41 4 50 0 36 1 29 0 19 1 25 1 26 6 157 2 122

会員情報変更届は県連にも提出を
県連での会員情報の変更は、従来、会員からの建設
国保への変更届により行っていましたが、本年12月
からのマイナ保険証利用に伴い、建設国保の届出様式
が変更され従来に比べ多くの個人情報が記載される
ようになります。
このため今後は、法律上の問題点を考慮して、会員
から県連へ情報を提供していただくよう様式を変更
しますので、よろしくお願いします。
なお本内容は県連ホームページに掲載しています。

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

協
議
の
あ
と
富
山
労
働
局
か
ら
今
年

の
労
災
発
生
状
況
、
建
災
防
か
ら
は
令

和
７
年
度
の
技
能
講
習
・
教
育
に
つ
い

て
概
ね
令
和
６
年
度
並
み
の
実
施
を
予

定
し
て
お
り
、
令
和
７
年
2
月
上
旬
に

公
表
の
予
定
で
あ
る
こ
と
の
説
明
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
県
連
事
務
局
よ
り
各
地
協

で
実
施
し
て
い
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や

研
修
会
の
費
用
に
充
て
る
た
め
、
令
和

７
年
度
よ
り
労
働
安
全
対
策
費
を
支
給

す
る
こ
と
を
報
告
し
、
根
塚
会
長
の
閉

会
挨
拶
に
よ
り
会
議
を
終
了
し
ま
し
た
。
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富山県厚生部長（有賀氏）へ要請書を提出

山本局長、野上議員、田知本常務、丸田理事長支援要請に対して応える野上議員

被
保
険
者
証
の
発
行
が
停
止
と

な
っ
た
令
和
６
年
12
月
2
日
以
降
は
、

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
へ
の
登
録
状
況
に

応
じ
て
、
発
行
す
る
仕
組
み
と
な
り

ま
し
た
。

※
マ
イ
ナ
保
険
証
と
は
、
健
康
保
険

証
の
利
用
登
録
が
な
さ
れ
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
言
う
。

・「
資
格
確
認
書
」
…「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
を
持
っ
て
い
な
い
者
へ
交
付
す

る
。

・「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
…「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
を
持
っ
て
い
る
者
に

交
付
す
る
。

そ
こ
で
、
保
険
者
は
、
申
請
者
の

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
登
録
状
況
を
情
報

連
携
で
確
認
し
て
か
ら
交
付
す
る
仕

組
み
と
な
る
こ
と
か
ら
、
届
出
書
を

受
付
け
て
か
ら
発
行
ま
で
は
５
日
程

度
の
期
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。（
届
出
書
類
を
持
参
さ
れ
て
も
、

即
日
発
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
）

・
中
央
総
決
起
大
会
を
開
催

「
マ
イ
ナ
保
険
証
を
基
本
と

す
る
制
度
」が
令
和
６
年

12
月
２
日
よ
り
本
格
施
行

２
０
２
５
年
度
国
保
組
合
予
算

の
確
保
に
向
け
た
要
請
行
動

全
建
総
連
主
催
に
よ
る
「
中
央
総

決
起
大
会
」
が
、
日
比
谷
公
園
大
音

楽
堂
で
10
月
21
日
に
開
催
さ
れ
、
建

設
業
で
働
く
全
国
の
仲
間
と
共
に

2
0
2
５
年
度
国
保
組
合
予
算
の
確

保
に
向
け
、
取
組
む
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

・
地
元
国
会
議
員
へ
支
援
要
請

野
上
浩
太
郎
参
議
院
議
員
へ
要
請

書
を
手
渡
し
、
能
登
半
島
地
震
で
の

復
興
住
宅
建
設
に
拘
わ
っ
た
仲
間
に

つ
い
て
報
告
す
る
と
共
に
、
建
設
国

保
組
合
へ
の
支
援
要
請
を
行
い
ま
し

た
。

・
要
請
ハ
ガ
キ
を
投
函

組
合
員
一
人
2
枚
記
載
運
動
（
秋
）

と
し
て
取
組
ん
だ
、
厚
労
省
と
財
務

省
宛
「
要
請
ハ
ガ
キ
６
，７
５
１
枚
」

を
11
月
26
日
に
投
函
し
ま
し
た
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ポリファーマシー と お薬手帳について
ポリファーマシーとは
・�多くの薬を服用することで、副作用などの有害事象につながる可能性がある状態のことです。
・�単純にたくさんの薬を飲んでいるということではなく、不必要・不適当な薬が処方されてい
ることによる副作用の発生や、薬の飲み残し・飲み忘れなどの服薬過誤、医療費の増加など
が問題視されています。
お薬と賢く付き合う方法
●お薬手帳は１冊にまとめましょう
・�かかりつけ医やかかりつけ薬剤師に、自分の病気と薬についてすべて把
握してもらうようにしましょう。

●自己判断で薬の使用をやめない
・�薬の種類が多いからといって、勝手に使用をやめることによるトラブルも多いので、自己
判断で使用をやめないようにしましょう。薬の疑問は、かかりつけの医師や薬剤師に相談
しましょう。

セルフメディケーション と OTC医薬品の普及について
セルフメディケーションとは
・�「自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当すること」と世界保健機関
（WHO）で定義されています。セルフメディケーションを推進していくことは、健康の維
持、生活習慣病等の予防や改善・重症化予防、ひいては健康寿命の延伸を目指すこととなり、
結果的に、医療費の節約につながります。
・�風邪をひいたときに風邪薬を飲む、小さな傷に絆創膏を貼るといったように、できることか
ら始めてみましょう！
OTC医薬品とは
・�薬局やドラッグストアなどで処方箋なしに購入できる医薬品
のことです。
・�今までは「市販薬」と呼ばれていましたが、2007年より呼称
が統一されました。
セルフメディケーション税制とは
・�セルフメディケーションを推進するため、一定の条件のもとで所得控除を受けられる制度と
して創設されました。
・�この制度を活用するには一定条件が３つあります。

❶確定申告する人が、所得税・住民税を納めている
❷�確定申告する人の世帯での、１月から12月までの１年間に、対象となるOTC医薬品を
購入した合計額（税込）が12,000円を超えている

❸�確定申告する人が、下記の健診など、健康のための「一定の取り組み」をいずれかを受け
ていて、自身の健康増進や病気の予防に取り組んでいる（いずれか１つを受けていれば良
いため、すべてを受ける必要はありません。）
⑴�健康診査（特定健診・一般健診・人間ドック）など
⑵インフルエンザの予防接種など
※�その他、詳細は厚労省・国税庁のホームページをご覧くだ
さい。

対象となる医薬品は？
・�セルフメディケーション税制の対象となるのは特定のOTC医薬品であり、ドラッグストア
等で購入できる医薬品のすべてが対象となっているわけではありません。
・�具体的な本税制の対象OTC医薬品は厚生労働省のホームページに掲載してあるほか、一部
の製品については対象医薬品のパッケージにこの税制の対象であるマークが掲載してありま
す。

リフィル処方箋について
リフィル処方箋とは
・�症状が安定している患者について、医師の処方により、医師および薬剤師
の適切な連携のもと、一定期間内に処方箋を反復利用することができる仕
組みで、2022年４月から導入された制度です。
・�医療機関で一度処方された処方箋を、最大３回まで繰り返し使用できます。
※�導入されているかいないかは医療機関によって異なりますので、かかりつけの医師に相談
してください。

口腔内の健康について
・�歯の健康と体の健康には密接な関係があり、代表的な口腔の疾患には「虫歯」
と「歯周病」があります。
・�特に歯周病はさまざまな全身疾患と関連していることが報告されています。
※�詳細は当国保組合のホームページに掲載してありますので、ご覧ください。

令和６年10月から、医薬品の自己負担額の仕組みが変わりました
・�ジェネリック医薬品（後発医薬品）があるお薬で、先発医薬品の処方を希望された場合、「特
別の料金」を支払う制度が開始されました。
・�あえて先発医薬品を希望すると、ジェネリック医薬品を希望したときとの差額の４分の１相
当を「特別の料金」として医療保険の患者負担と合わせてお支払いすることになります。
・�ジェネリック医薬品が存在しないお薬や、先発医薬品を処方する必要があると認められる場
合などは、「特別の料金」は不要です。

今
年
は
、
国
か
ら
県
に
対
し
て

「
国
保
組
合
へ
も
特
定
健
診
費
用
の
支

援
を
行
う
よ
う
」
文
書
が
発
出
さ
れ

た
機
会
に
合
わ
せ
て
、「
要
請
書
」

を
富
山
県
厚
生
部
長
へ
直
接
手
渡
し
、

来
年
度
か
ら
の
支
援
を
要
請
し
ま
し

た
。当

国
保
組
合
の
花
木
浩
和
理
事
が
、

富
山
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

よ
り
令
和
６
年
度
国
保
事
業
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

富
山
県
へ
特
定
健
診
に

係
る
財
政
支
援
を
要
請

富
山
県
国
保
団
体 

連
合
会
功
労
者
表
彰

保
険
証
に
つ
い
て

保
険
証
は
、
有
効
期
限
ま
で

使
用
で
き
ま
す
。
誤
っ
て
破
棄
し

な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

12
月
2
日
以
降
も
、各
種
の
届

出
は
必
要
で
す
！

加
入
・
脱
退
・
住
所
変
更
等

が
発
生
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に

建
設
国
保
へ
届
出
書
と
添
付
書
類

を
提
出
し
て
下
さ
い
！

建
設
国
保
で
登
録
し
て
い
る
情

報
は
、
届
出
さ
れ
な
い
と
変
更
さ

れ
ま
せ
ん
。

令
和
7
年
度
は
、所
得
調
査
の

年
と
な
り
ま
す
。

令
和
６
年
分
の
確
定
申
告
は

必
ず
行
っ
て
下
さ
い
。

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
募
金
を

12
月
11
日
に
公
益
社
団
法
人
富
山
県

善
意
銀
行
に
届
け
ま
し
た
。

こ
の
募
金
は
「
職
人
さ
ん
に
出
会

う
日
」
で
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら

募
っ
た
金
額
と
県
連
事
務
所
入
口
の

募
金
箱
の
金
額
を
あ
わ
せ
た
も
の
で
、

合
計
４
０
，１
９
９
円
を
青
年
部
協

議
会
の
川
波
議
長
か
ら
富
山
県
善
意

銀
行
の
永
原
常
務
理
事
に
手
渡
し
ま

し
た
。

川
波
議
長
か
ら
、
こ
の
募
金
は
県

連
青
年
部
が
８
月
に
県
内
12
カ
所
で

行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
募
っ
た
も
の
で

あ
り
、
社
会
の
た
め
に
役
立
て
て
も

ら
い
た
い
こ
と
を
述
べ
、
こ
れ
に
対

し
永
原
常
務
か
ら
は
、
富
山
県
建
築

組
合
連
合
会
の
以
前
か
ら
の
協
力
に

感
謝
し
、
贈
呈
を
受
け
た
募
金
は
有

意
義
に
使
わ
せ
て
も
ら
う
と
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。

募
金
を

贈
呈
し
ま
し
た

●
物
故
会
員
名

（
令
和
６
年
10
月
24
日
～
12
月
13
日
）

支
　
部

氏
　
名

年
齢

新
　
湊

宮
島
　
一
夫

74
歳

以
上
１
名

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
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わが町、在所の
ふるさと自慢ふるさと自慢

埴生護国八幡宮埴生護国八幡宮（小矢部市埴生）（小矢部市埴生）社殿

木曽義仲騎馬像鳩清水

●タテのキー
①一年目の選手しかもらえない栄冠
②物事をスタートするのに縁起がいい日といえば？
③1868年、新生ニッポンのスタート！
④無いという人でも７つはあるそうです
⑤スポーツでかくのは気持ちいいよね
⑥大晦日のカウントダウンがゼロになったらスタート！
⑨元素記号Ｓ
⑪新築工事を始めるときには土地の神様を祀ります
⑬悪いものなら「虫の知らせ」とも
⑭デビュー曲が大ヒット！期待の新人○○○
⑯五十音なら「あ」、アルファベットなら「Ａ」
⑲免許取りたてのサインは○○○マーク
㉑キャスター、ソース、番組。前に共通する言葉は？
㉒新型のこれに感染すると手の打ちようがありません
㉔石あたま
㉕未来の反対方向
㉖初めての赤ちゃん誕生で夫婦はママと○○に

●ヨコのキー
①大航海時代に船乗りたちが発見！
⑤新しく始めるときは踏み入れ、やめるときは洗うもの
⑦新しい挑戦には辛抱が肝心。俗に何の上にも三年？
⑧○○○○売り場の商品はフレッシュ度が命
⑩「自分は成功する！」と○○○○○をかけるのも成功の
秘訣

⑫毎朝読まなきゃ話題に遅れそう
⑮女の子なら姪、男の子なら？
⑰火事とこれは江戸の花
⑱丸くて薄い手動送風具
⑳殴りこみ？圧倒的な資金力で業界に新規○○○○○！
㉓気の毒な呼称だけど、アオヤギという綺麗な別称もあり
ます
㉕飲み屋で「もう○○○○です」といえば営業終了
㉖英語で紫のこと
㉗この漢字の上に「新」をつけたらフレッシュマン
㉘くるっと回したら円のできあがり

新しいものはいいですね

●先回の解答　レキシニカチアリ
●当選者　厳正な抽選の結果、次の5名の方に決定しました。（敬称略）�
小林�裕一（魚津）　　西谷�隆志（西高岡）　　加藤�重和（氷見）
藤永�　清（井波）　　南山�　諒（福光）

●応募方法　Ａ～Fの文字を順番に並べてできた言葉（解答）と郵便
番号・住所・支部名・氏名・年齢・電話番号をご記入の上、下記までお
送りください。FAXでも受け付けます。正解者の中から抽選で５名様に
1,000円分の図書券を進呈します。解答と当選者は匠222号で発表
します。
●応募締切日　令和7年2月25日（火）消印有効
●送付先
・�〒939-8251�富山市西荒屋25-４�
富山県建築組合連合会�クロスワードパズル係

・FAX：076-428-8277

小
矢
部
市
は
、
富
山
県
の
西
端

に
位
置
し
、
歴
史
的
に
有
名
な
源

平
合
戦
で
知
ら
れ
る
倶く

利り

伽か

羅ら

峠

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

近
年
で
は
、
世
界
の
有
名
な
建

築
物
を
模
し
た
公
共
建
築
が
あ
る

「
メ
ル
ヘ
ン
の
街
お
や
べ
」
と
し
て

も
有
名
で
す
。

ま
た
、
ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー
、

三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
北
陸

小
矢
部
な
ど
で
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。い

ろ
い
ろ
あ
る
中
で
も
、
平
安

末
期
に
活
躍
し
た
源
氏
の
武
将
・

木
曽
義
仲
が
倶
利
伽
羅
峠
の
戦
い

に
戦
勝
を
祈
願
し
た
こ
と
で
有
名

な
国
重
要
文
化
財
「
埴
生
護
国
八

幡
宮
」
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。宮

縁
起
に
よ
れ
ば
、
奈
良
時
代

養
老
年
間
に
宇
佐
八
幡
宮
の
御
分
霊

を
勧か

ん
じ
ょ
う請し
た
の
が
は
じ
ま
り
、
天
平

時
代
に
越
中
の
国
守
・
大
伴
家
持
が

祈
願
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
安
時
代
の
末
、
寿
永
2
年
（
１
１

８
３
）
５
月
、
木
曽
義
仲
は
埴
生
の

地
に
陣
を
と
り
、
倶
利
伽
羅
山
に
2

倍
の
軍
勢
を
率
い
る
平
維こ

れ

盛も
り

の
大
軍

と
決
戦
す
る
に
あ
た
っ
て
戦
勝
を
祈

願
し
、
大
勝
利
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
平
家
物
語
、
源
平
盛

衰
記
、
謡
曲
な
ど
多
く
の
古
典
文
学

の
中
に
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
来
、
武
将
の
崇
敬
を
受
け
、
前

田
利
長
や
佐
々
成
政
か
ら
社
領
を
寄

進
さ
れ
、
木
曽
義
仲
戦
勝
祈
願
書
、

武
田
信
玄
書
状
な
ど
を
社
宝
と
し
、

境
内
に
は
義
仲
騎
馬
像
、
源
氏
軍
が

鳩
の
案
内
で
得
た
と
い
う
名
水
「
鳩は

と

清し

水み
ず

」（
と
や
ま
の
名
水
１
0
0
選
）

が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
社
殿
は
、
加
賀
藩
主
前
田

家
に
よ
っ
て
、
慶
長
５
年
（
１
６
0

0
）
か
ら
正
保
３
年
（
１
６
4
７
）

に
わ
た
り
造
営
寄
進
さ
れ
た
も
の
で

す
。
正
面
か
ら
拝
殿
・
幣
殿
・
釣

殿
・
本
殿
が
連
な
り
、
こ
け
ら
葺
き

屋
根
の
曲
線
が
美
し
い
で
す
。

本
殿
は
社
流
造
り
・
建
坪
10
坪
74
、

釣
殿
は
両
下
げ
造
り
・
幣
殿
に
接

続
・
建
坪
３
坪
36
、
幣
殿
は
入
母
屋

造
り
・
一
方
拝
殿
に
接
続
・
建
坪
８

坪
99
、
拝
殿
は
入
母
屋
造
り
・
建
坪

33
坪
02
・
桁
行
５
間
・
梁
間
３
間
で

す
。

令
和
６
年
12
月
17
日
に
県

民
会
館
に
お
い
て
、
県
連
の

能
登
半
島
地
震
復
旧
対
応
に

対
し
富
山
県
知
事
よ
り
感
謝

状
の
贈
呈
が
あ
り
、
県
連
を

代
表
し
て
根
塚
会
長
が
受
け

取
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
令
和
６
年
１
月
17

日
か
ら
2
月
2
日
ま
で
の
間
、

氷
見
市
役
所
、
高
岡
市
役
所
、

伏
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
、
富
山
県
建
築
会
館
で

開
催
さ
れ
た
被
災
住
宅
相
談

所
へ
の
協
力
に
対
し
贈
呈
さ

れ
た
も
の
で
、
県
連
か
ら
は

36
名
（
延
人
数
67
名
）
の
会

員
が
参
加
し
、
被
災
者
か
ら

の
相
談
に
応
え
ま
し
た
。

感
謝
状
は
県
の
蔵
堀
副
知

事
よ
り
県
連
ほ
か
18
団
体
の

代
表
に
贈
呈
さ
れ
、
改
め
て

協
力
に
対
し
感
謝
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
名
の
あ
る
武
将
が

祈
願
し
た
埴
生
護
国
八
幡
宮
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
、
歴
史
ロ
マ
ン
に

浸
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

（
寄
稿
者
／
小
矢
部
支
部
　
西
尾
　
実
）

第32回第32回
ビーチボール大会ビーチボール大会

開催される開催される

青年部協議会主催の第32回ビーチボール大会が10月
27日（日）に東富山体育館で開催されました。
５支部６チーム＋青年部役員１チームの計７チームが参
加し、予選リーグ、決勝リーグの計10試合を戦い、優勝
は砺波Ｂチームが獲得しました。

●決勝トーナメント●成績
優勝　砺波Ｂチーム
２位　砺波Ａチーム
３位　�富山チーム�

小矢部チーム
小
矢
部

富

山

砺
波
Ｂ

砺
波
A

優勝 砺波B

2 2

2

0

0

0

能
登
半
島
地
震

能
登
半
島
地
震

復
旧
対
応
へ
の

復
旧
対
応
へ
の

感
謝
状
を
受
彰

感
謝
状
を
受
彰

し
ま
し
た

し
ま
し
た

※数字は取得セット数
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